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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第２８号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □「地震防災セミナー」を中標津町と釧路市で開催します 

 □防災ワンデー「釧路防災講演会２０１２～来るべき大津波に備えて～」 

  を釧路市で開催します 

 □「くしろ安心住まいフェア２０１１」を開催します 

 □「住宅技術セミナー」を開催します 

 □「２０１２木製サッシフォーラム」を開催します 

 

■特集 「中古住宅の可能性」 

 

■研究紹介 「低炭素な住まい・まちづくりのためのＣＯ２排出量削減施策に 

       関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □前田国土交通大臣が来庁されました 



 □「建築住宅行政における地域課題検討会議」を開催しました 

 □住居領域学習研修会を開催しました 

 □博士号を取得した研究者と論文の紹介 

 □論文発表と学会発表 

 □１１月の業務報告 

 

■北総研からのお知らせ 

 □構造計算適合性判定センターから 

 

■年末・年始のお知らせ 

 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   イベントのお知らせ 
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■【「地震防災セミナー」を中標津町と釧路市で開催します】 

 

（１）中標津町  

 日   時 平成２３年１２月８日（木）１３：３０～１７：００ 

 場   所 中標津町総合文化会館「しるべっと」１階コミュニティホール 

      （中標津町東２条南３丁目１番地１） 

 連 絡 先 中標津町役場建設水道部建設課建築指導係 

 電   話 ０１５３－７３－３１１１（内戦３５４）  

 ファックス ０１５３－７３－５３３３ 

 

（２）釧路市 

 日   時 平成２３年１２月９日（金）１３：３０～１７：００ 

 場   所 釧路市消防本部３階体育館 

      （釧路市南浜町４番８号） 

 連 絡 先 釧路市都市整備部建築指導課指導防災担当 

 電   話 ０１５４－３１－４５６９ 

 ファックス ０１５４－２２－４９７１ 

 

北海道建設部住宅局建築指導課と中標津町、釧路市が主催する本セミナーでは、 

人と防災未来センターの語り部である谷川三郎（元芦屋市役所）さんから、阪 

神・淡路大震災の経験と市民及び行政マンとして、２つの目線から地震に備え 

た暮らしのポイントを伺うとともに、北海道大学の岡田成幸教授から、東日本 

大震災の教訓と家庭でできる防災対策、住宅の耐震化のお話や、発生が懸念さ 

れる道東巨大地震のお話をいただきます。  

また、クロストークセッションでは、地震と共に暮らすための知恵について、 

皆さんと一緒に考えてみたいと思います。皆様の参加をお待ちしています。 



 

（性能評価課 南） 

 

 

■【防災ワンデー「釧路防災講演会２０１２～来るべき大津波に備えて～」 

  を釧路市で開催します】 

 

 日   時 平成２４年１月１５日（日）１３：３０～１５：３０ 

 場   所 釧路市立図書館４階視聴覚ホール（釧路市幣舞町４－６） 

 連 絡 先 釧路市消防本部予防課 

 電   話 ０１５４－２３－０４２６ 

 ファックス ０１５４－２３－０４６６ 

 

地震の多発地帯である釧路市において、大地震や大津波が発生した時、被害を 

最小限に食い止めるには、自助・共助・公助が一体となり的確に対処すること 

が大切であり、災害から身を守るためには、平常時からの防災対策や備えが重 

要です。 

この講演会では、防災意識の高揚を図り安全で安心なまちづくりを目指すこと 

を目的としています。皆様の参加をお待ちしています。 

 

（性能評価課 南） 

 

 

■【「くしろ安心住まいフェア２０１１」を開催します】 

 

 日   時 平成２３年１２月１０日（土）１０：００～１６：００ 

 場   所 釧路市こども遊学館（釧路市幸町１０丁目２番地） 

  

釧路総合振興局が主催する「くしろ安心住まいフェア２０１１」に共催します。 

次世代を担う子どもたちに、体験型のイベントを通して楽しく安心住まいにつ 

いて学ぶことが出来ますので、たくさんの皆さまのご参加をお待ちしておりま 

す。 

詳しい内容はこちらをご覧下さい。 

http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/kk/kkk/ksd/anshinsumaifea2011.htm 

 

（企画課 神田） 

 

 

■【「住宅技術セミナー」を開催します】 

 

 日   時 平成２３年１２月１２日（月）１５：３０～１７：００ 

 場   所 札幌第一ホテル（札幌市中央区南７条西１丁目１２－７） 



 

当セミナーでは、木構造の設計手法について、接合部の具体的な設計事例を示 

しわかりやすく解説します。 

また、優良住宅取得支援制度「フラット３５Ｓ」の制度拡充がありましたので 

その概要についても説明します。 

当日は最新の情報を提供しますので、多数の建築関連事業者・技術者のご参加 

をお待ちしております。 

詳しい内容やお申し込み方法はホームページをご覧下さい。 

http://www.nrb.hro.or.jp/ 

 

（企画課 神田） 

 

 

■「２０１２木製サッシフォーラム」を開催します 

 

 日   時 平成２４年２月１０日（金）１３：００～１６：３０ 

 場   所 大雪クリスタルホール国際会議場（旭川市神楽３条７丁目） 

 

道総研森林研究本部林産試験場、北海道木製窓協会と共催で２０１２木製サッ 

シフォーラムを開催します。 

今回テーマは「まど・空間・そとをつなぐ」です。 

戸外と室内をつなぐ窓や空間の機能、そこへの木材利用などについて建築に携 

わる様々な立場の方からの提言とともに、参加された皆様と一緒に意見交換を 

行ってまいりたいと考えております。 

詳しい内容については、今後ホームページでご案内いたします。 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   特集 「中古住宅の可能性」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

近年、特に若い世代の中に、一生賃貸でも良いという人が増えているように感 

じます。家を持つというリスクを負いたくないために、その時々の生活に合わ 

せて賃貸を住み替えて生きていく人たちです。同様に、中古住宅でも良いとい 

う人も増えているように感じます。新築は高すぎるので、中古を買ってリノベ 

ーションして暮らします。新築に比べると間取りの制限などはありますが、き 

ちんと改修すれば快適に過ごせます。 

 

私どもでは、ライフステージにあった住まいへ住み替えを促進する仕組みにつ 

いて検討しています。高齢になり施設やまちなかに移った人の中には、元の住 



宅をそのまま空き家にしている人がいます。一方、前述のように戸建て賃貸の 

需要は意外と多いことがわかっていますが、市場に出る物件はあまり多くはあ 

りません。この両者をうまくつなげることで、地域の空き家が減り、世帯の状 

況に合わせた住宅がみつかり、お互いにウィンウィンとなるのではないでしょ 

うか。 

 

しかし、この仕組みの実現にはまだまだたくさんの課題が関わっていることが 

わかってきました。まず、誰もが住みなれた愛着のある我が家を手放したくは 

ありません。また、もし貸したい・売りたい希望があっても、そのためには家 

財道具を整理・処分する必要があり、これも大仕事です。貸すとなれば、その 

後もずっとメンテナンスを行わなければならず、単純に家賃収入だけが入るわ 

けではありません。このような希望を誰に相談したらいいかわからないという 

声もありました。 

 

次に、中古住宅や賃貸住宅の情報にも課題があると考えられます。もちろん、 

値段や広さ・間取り、交通利便性も重要ですが、その地域がどんな地域なのか 

も大切な情報ではないでしょうか。元々の所有者が次の居住者に対して、お家 

自慢・地域自慢をする仕組みができたら面白いとも考えています。 

 

他にも住宅性能を表示することや、前もってその地域のイベントに参加して顔 

を合わせてみることなども考えられますが、まずはどうしたら元の所有者が賃 

貸や売却へ関心を持ってくれるかがポイントになりそうです。 

 

空家対策は、その住宅の所有者だけの問題ではなく、地域の防犯やコミュニテ 

ィにも関わります。これからは住宅を社会の財産ととらえ、みなが豊かに暮ら 

すための住宅流通の仕組みづくりに取り組むとともに、住み替え促進や住まい 

の管理手法の研究にもつなげることを目指していきます。 

 

（居住科学Ｇ 馬場） 

 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   研究紹介 「低炭素な住まい・まちづくりのためのＣＯ２排出量 

         削減施策に関する研究」 
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地球温暖化防止のため二酸化炭素排出量の尐ない低炭素な都市づくりが求め 

られています。国においても平成２２年に「低炭素まちづくりガイドライン」 

を定め、自治体による低炭素まちづくりを支援しています。北海道は積雪寒冷 

で、人口に対して都市域が広いことなどから、北海道独自の低炭素まちづくり 

を進める必要があります。道においても、北海道開発局と協力し、北海道版低 

炭素まちづくりガイドラインを平成２４年度に策定し、道内の都市計画のある 



市町に普及を図る予定です。 

 

本研究は、北海道の地域性を考慮した二酸化炭素排出量の計算方法と、実現性 

の高い低炭素化施策を明らかにすることを目的としています。 

 

研究内容としては（１）交通・住宅等建物・産業等から排出される二酸化炭素 

原単位を求め、都市計画基礎調査・パーソントリップ調査等を使って現状での 

二酸化炭素排出量を各市町で計算できるようにし、（２）低炭素施策を実施し 

なかった場合の二酸化炭素排出量の将来予測方法を確立します。（３）また、 

住宅の高断熱化、今後の交通のあり方など低炭素施策について、その効果と施 

策に要する費用を明らかにします。 

 

今年度は、複数の市をモデルとして、交通・住宅等建物・産業等から排出され 

る二酸化炭素原単位及び現状の二酸化炭素排出量の計算方法を検討しています。 

 

これらの研究成果は平成２４年度に策定される北海道版低炭素まちづくりガイ 

ドラインに反映され、道内の都市計画ある市町が低炭素まちづくりを進める際 

に活用できます。 

 

（居住科学Ｇ 福井） 

 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   最近の研究所の動き 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

■前田国土交通大臣が来庁されました 

 

平成２３年１１月２５日（土）、前田国土交通大臣が北総研庁舎の視察のため 

来庁されました。 

視察の様子はホームページ掲載していますのでのでこちらをご覧ください。 

http://www.nrb.hro.or.jp/111126daijin.html 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

■【「建築住宅行政における地域課題検討会議」を開催しました】 

 

平成２３年１１月８日（火）～９日（水）北総研において、各振興局建設指導 

課と北総研の連絡会議を開催しました。 

この会議では、地域における住宅や建築・まちづくりについての課題を共有し、 

解決にむけた方策を議論しました。 



北総研は、これからも地域の行政課題に対応した研究に取り組み、その成果を 

行政施策などに反映させていきたいと考えています。 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

■住居領域学習研修会を開催しました 

 

１１月５日（土）に北総研多目的ホールにおいて、第１５回住居領域学習研修 

会が行われました。足もとの悪い中、道内各地から１０名の家庭科の先生がご 

参加くださいました。実施後のアンケートでは「日本と海外の住宅政策の違い 

を知り、ようやく授業で実践する方向性がつかめた気がする。」や「スライド 

を活用した授業実践報告が参考になり、すぐ実践できそう。」との声をいただ 

きました。 

なお、来年１月１０日（火）には、かでる２・７（札幌市）において、第１６ 

回住居領域学習研修会を開催します。詳しくは、北総研ＨＰをご覧ください。 

 

（居住科学Ｇ 馬場） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【博士号を取得した研究者と論文の紹介】 

 

□長谷川 雅浩 平成２３年９月 取得 

「高齢者の居住の安定のための住環境整備に関する研究」 

 

本研究では、高齢者が安心して居住を継続できるための住宅の条件として、要 

介護時における生活行為の容易性が重要であることを示し、公営住宅での平面 

プランの提案と検証を踏まえ、いわゆる高齢者向け住宅基準の現状の問題点の 

分析に基づいた新たな基準の構成を提案しました。 

 

 

□馬場 麻衣 平成２３年９月 取得 

「集合住宅におけるテナント・デモクラシーの可能性に関する基礎的研究 

 ―デンマークの非営利住宅の実態解明とわが国での事例的検証―」 

 

本研究では、わが国の住まいにおいて、テナント・デモクラシー（居住者が維 

持管理に主体的に関わること）を実現するために、先進的なデンマークの非営 

利住宅の実態を明らかにし、わが国の集合住宅の事例と比較しました。 

 

 



■【発表論文と学会発表】 

 

【論文発表】 

 

「積雪寒冷地における防犯環境の特性に関する考察」 

松村博文、樋野公宏、石井儀光、雨宮護、橋本成仁、寺内佳則 

日本都市計画学会 都市計画論文集 Ｖｏｌ.４６ Ｎｏ．３  

２０１１．１０ 

 

「気象状況の分析に基づく北海道の雪による人身事故特性」 

阿部佑平、堤拓哉、高橋章弘 

第２７回寒地技術シンポジウム寒地技術論文・報告集 Ｖｏｌ．２７ 

Ｐ１６８－１７３ ２０２２．１１  

 

 

【学会発表】 

 

「トイレでのズボン上げ下げ更衣のための立位姿勢保持の研究」 

林 昌宏 

平成２３年度日本人間工学会北海道支部大会講演集 Ｐ３－４ 

２０１１．１１ 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【１１月の業務報告】 

 

平成２３年１１月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ６件（累計 ８１件） 

設備使用  ５件（累計 ２０件） 

性能評価  １件（累計  ８件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ６件（累計 ５２件） 

人数   ６９名（累計８８４名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   １９件（累計１４２件） 

 

※累計は、平成２３年４月～平成２３年１１月の累計を表示しています。 



 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

  

□１１月の判定業務 

受付   ２４件（２９棟） 

結果通知 ３４件（４８棟） 

  

１１月の判定依頼は、共同住宅６件、工場等４件、倉庫等３件、事務所３件等 

でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は２９．８日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１０．３日でした。 

 

当センターでは、構造計算適合性判定を迅速・円滑に実施するため、ＦＡＸサ 

ービスなどの情報提供を実施して参りましたが、平成２３年１２月１日受付の 

依頼より、審査の進捗状況の概要をホームページ上でお知らせするサービスを 

開始しました。 

これは、受付時に照会番号を発行し、代表設計者や申請者の方が、適合性判定 

に係る審査がどこまで進んでいるかをホームページ上で確認できるものです。 

当センターでは、国土交通省の技術的助言に基づき、直接構造設計者の方々と 

のヒアリングや補正の打合せを行っていますが、代表設計者にこの進捗状況が 

伝わっていない場合もありました。建築確認審査を円滑に行うには、当センタ 

ー、建築主事や指定確認検査機関、設計者が状況の共通認識を持ち、連携して 

迅速に対応することが必要です。今回の情報提供が関係者の連携した取り組み 

と建築確認の円滑化に寄与することを期待します。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【年末・年始のお知らせ】 

 

北総研の年末・年始の業務日をお知らせします。 

 

年末 １２月２８日（水）まで平常業務 

年始  １月 ４日（水）より平常業務 

 

１２／２９（木）～１／３（火）は年末年始のため休業します。 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 



※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】  

 

今年も残すところ１月あまりとなりました。 

今年を振り返ってみますと、３月１１日に発生した東日本大震災がもたらした 

被害とその影響は、あまりにも大きなものでした。 

 

今後のエネルギー需給を考えたとき、住宅の省エネルギー化は大変重要な課題 

です。また、防災対策については、避難計画などを含めて見直しが必要です。 

 

来年は、これまで以上にこうした課題への対応が求められると思われ、行政や 

民間企業、研究機関の皆様と引き続き協力、連携を進めていきたいと考えてい 

ますので、よろしくお願い申しあげます。 

 

最後になりますが、今年も北総研だよりをご購読頂き、ありがとうございまし 

た。 

 

（企画課 古屋） 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 



的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


